
国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の令和７年度 

第１回配分が決定しました。【対象件数：29 件、配分額：約 44 億円（国費）】 

このうち、九州地方整備局管内では、11 件の事業が対象となります。 
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令 和 7 年 6 月 27 日 

                             九 州 地 方 整 備 局 
 

防災・減災対策等強化に 10 億円配分 

～令和７年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費について～ 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨による浸水被害等が発生した地域において再

度の被災を防止するために緊急的に実施する対策、交通インフラ（陸上交通、海上交通、航空交

通）において重大事故等が発生した場合の対策（安全性の向上）、用地の確保など事業の実施

環境が新たに整った事前防災対策などに、年度途中に機動的に配分し、防災・減災対策等を強

化する予算です。 

 

１． 九州地方整備局管内における配分状況 

 （１）災害が起きる前に被害を防止する事前防災対策 

   ①洪水・浸水対策（河川）        4 件、3.6 億円（国費） 

   ②崖崩れ・法面崩壊等対策（道路）  7 件、6.45 億円（国費） 

 

２．添付資料 

・配分箇所一覧表 

・配分箇所図 

・配分箇所の個票 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【問合せ先】 

 国土交通省九州地方整備局 

  河川（直轄）関係  河川部 河川計画課長  嶋田
し ま だ

 剛士
た か と

  092-476-3523（内線 3611） 

  河川（補助）関係  河川部 地域河川課長  目床
め と こ

 順司
じ ゅ ん じ

  092-476-3524（内線 3811） 

  道路（直轄）関係  道路部 道路管理課長  柴尾
し ば お

 照雄
あ き お

  092-476-3533（内線 4411） 



【事前防災対策事業】

事業費
国費

（配分額）

１．洪水・浸水対策

河川(直轄）

（13） 河川改修事業
筑後川水系
筑後川瀬ノ下地区

国土交通省 福岡県 久留米市京町地先 100,000 100,000

（14） 河川改修事業
筑後川水系
筑後川下田地区

国土交通省 福岡県 久留米市城島町下田地先 100,000 100,000

（15） 河川改修事業
松浦川水系
徳須恵川

国土交通省 佐賀県 唐津市石志地先 120,000 120,000

河川(補助）

（17）
大規模特定
河川事業

大里川水系
大里川

鹿児島県 鹿児島県 いちき串木野市湊町地先 80,000 40,000

２．崖崩れ・法面崩壊等対策

道路(直轄）

（20）
道路維持管理
事業

国道3号 国土交通省 福岡県 八女市立花町上辺春地先 150,000 150,000

（21）
道路維持管理
事業

国道34号 国土交通省 長崎県
東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷地
内

140,000 140,000

（22）
道路維持管理
事業

国道210号 国土交通省 大分県 由布市庄内町櫟木地内 60,000 60,000

（23）
道路維持管理
事業

国道220号
風田地区

国土交通省 宮崎県 日南市風田地先 70,000 70,000

（24）
道路維持管理
事業

国道220号
榎原地区

国土交通省 宮崎県 日南市南郷町榎原地先 65,000 65,000

（25）
道路維持管理
事業

九州中央道
北中島地区

国土交通省 熊本県 上益城郡山都町北中島地先 100,000 100,000

（26）
道路維持管理
事業

九州中央道
田代地区

国土交通省 熊本県 上益城郡御船町田代地先 60,000 60,000

※防災・減災対策等強化事業推進費の予算概要については、国土交通省（本省）のホームページをご覧ください。

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000021.html

［金額単位：千円］

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名

令和７年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所一覧表
（九州地方整備局関係のみ抜粋）



令和７年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（河川事業）

筑後川水系筑後川【直轄】

・事業費 ： １００百万円

・実施箇所： 福岡県久留米市京町地先

ちくごがわすいけい ちくごがわ

ふくおかけん くるめし きょうまち

筑後川水系筑後川【直轄】

・事業費 ： １００百万円

・実施箇所： 福岡県久留米市城島町下田地先

ちくごがわすいけい ちくごがわ

ふくおかけん くるめし じょうじままち しもだ

松浦川水系徳須恵川【直轄】

・事業費 ： １２０百万円

・実施箇所： 佐賀県唐津市石志地先

まつうらがわすいけい とくすえがわ

さがけん からつし いしし

大里川水系大里川【補助】

・事業費 ： ８０百万円

・実施箇所： 鹿児島県いちき串木野市湊町地先

おおさとがわすいけい おおさとがわ

かごしまけん くしきの みなとまち

件数事業種別対策種別区分

3河川（直轄）
洪水・浸水対策事前防災対策

1河川（補助）



※令和７年4月1日時点
※未開通区間のＩＣ名は仮称

凡　　例

　高規格道路

開通済（４車線以上）

開通済（２車線）

事業中

一般国道 指定区間

令和７年度 第１回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（道路事業）

件数事業種別対策種別区分

7道路（直轄）
崖崩れ・
法面崩壊
等対策

事前防災
対策 一般国道３号【直轄】

・事 業 費：１５０百万円

・実施箇所：福岡県八女市立花町上辺春地先

やつしろ ふたみあかまつ

一般国道３４号【直轄】
・事 業 費：１４０百万円

・実施箇所：長崎県東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷地先

一般国道２１０号【直轄】
・事 業 費：６０百万円

・実施箇所：大分県由布市庄内町櫟木地先

九州中央道【直轄】
・事 業 費：１００百万円

・実施箇所：熊本県上益城郡山都町北中島地先

・事 業 費：６０百万円

・実施箇所：熊本県上益城郡御船町田代地先

や め たち ばな まち かみ へ ばる

ゆ ふ しょう ない まち いち ぎ

ひがし そのぎ ひがし そのぎ ちょう そのぎ しゅく ごう

かみ ましき み ふね まち た しろ

かみ ましき やま と ちょう きた なか しま

一般国道２２０号【直轄】
・事 業 費：７０百万円

・実施箇所：宮崎県日南市風田地先

・事 業 費：６５百万円

・実施箇所：宮崎県日南市南郷町榎原地先

にち なん かぜ だ

にち なん なん ごう ちょう よわら



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

筑後川水系筑後川では、筑後川水系河川整備計画に基づき、洪水氾濫

等への対策として築堤工等の整備を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

対策を実施することで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県久留米市京町地先

100,000

（13） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

河川改修事業（筑後川水系筑後川瀬ノ下地区）

クルメ キョウマチ

100,000

築堤工を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる。

チクゴ セノシタ

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

【位置図】

【写真】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

筑後川水系筑後川では、｢筑後川水系河川整備計画｣に基づき、洪水氾濫

等への対策として築堤工等の整備を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

対策を実施することで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県久留米市城島町下田地先

100,000

（14） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

河川改修事業（筑後川水系筑後川下田地区）

クルメ ジョウジマ シモダ

100,000

築堤工を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる。

チクゴ シモダ

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

【位置図】

築堤工

築堤工

【写真】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

松浦川水系徳須恵川では、｢松浦川水系河川整備計画｣に基づき、洪水氾

濫等への対策として築堤工等の整備を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

対策を実施することで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

佐賀県唐津市石志地先

120,000

（15） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

河川改修事業（松浦川水系徳須恵川）

カラツ イシシ

120,000

築堤工等を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる。

マツウラ トクスエ

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【平面図】

【位置図】
佐賀県

施行箇所

【写真】

新 石志3号樋管
（整備中）

石志4号樋管
（撤去）

推進費施行区間
樋管撤去 N=1基、築堤工 L=１００m

浸水エリア



施行箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

大里川水系大里川では、｢大里川水系河川整備計画｣に基づき、洪水氾濫

等への対策として掘削工・護岸工等を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

対策を実施することで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

鹿児島県

鹿児島県いちき串木野市湊町地先

80,000

（17） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

大規模特定河川事業（大里川水系大里川）

クシキノ ミナトマチ

40,000

掘削工・護岸工等を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる。

【位置図】
鹿児島県

【断面図】

【平面図】

オオサト









施行箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

一般国道220号では、｢社会資本整備重点計画（第五次計画）｣に基づき、

道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

令和７年３月の降雨により、法面崩壊の拡大等のおそれがある表層崩壊

が確認された。今年度に入り対策工法が決定したことから、推進費を活用

して事前に対策を実施することで、通行者の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

宮崎県日南市風田地先

70,000

（23） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

道路維持管理事業（一般国道220号風田地区）

ニチナン カゼダ

70,000

ソイルセメント工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

カゼダ

【平面図】

【位置図】
宮崎県

【断面図】



施行箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

一般国道220号では、｢社会資本整備重点計画（第五次計画）｣に基づき、

道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

令和７年３月の降雨により、崩壊の拡大が懸念される側溝の破損等が

確認された。今年度に入り対策工法が決定したことから、推進費を活用して

事前に対策を実施することで、通行者の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

宮崎県日南市南郷町榎原地先

65,000

（24） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

道路維持管理事業（一般国道220号榎原地区）

ニチナン ナンゴウ ヨワラ

65,000

ソイルセメント工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

ヨワラ

【平面図】

【位置図】
宮崎県

【断面図】



施行箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

九州中央道では、｢社会資本整備重点計画（第五次計画）｣に基づき、道路

法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

令和７年３月の降雨により、一般被害が発生するおそれのある湧水が

確認された。今年度に入り対策工法が決定したことから、推進費を活用して

事前に対策を実施することで、通行者の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

熊本県上益城郡山都町北中島地先

100,000

（25） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

道路維持管理事業（九州中央道北中島地区）

カミマシキ ヤマト キタナカシマ

100,000

集排水ボーリング工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

ｷﾀﾅｶｼﾏ

【平面図】

【位置図】
熊本県

【断面図】



施行箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

九州中央道では、｢社会資本整備重点計画（第五次計画）｣に基づき、道路

法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

今年度に入り、アンカー工の破断により法面崩壊のおそれがある変状が

確認されたことから、推進費を活用して事前に対策を実施することで、

通行者の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

熊本県上益城郡御船町田代地先

60,000

（26） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

道路維持管理事業（九州中央道田代地区）

カミマシキ ミフネ タシロ

60,000

アンカー工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

ﾀｼﾛ

【平面図】

【位置図】
熊本県

【断面図】
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